
平成３０年度第９回県政参画電子アンケート 

鳥取県の消防に関するアンケート 

結果概要 

 

１ 調査概要 

〇テーマ    鳥取県の消防 

〇実施期間  平成３０年１２月１４日～１２月２５日 

〇対象     県政参画電子アンケート会員   １０４８名 

〇回答数    ７８２件（回答率 ７５％） 

 

２ 目的・概要 

 鳥取県内には、３つの消防局と１９の消防団があり、平成３０年４月現在、７７２名

の消防職員と４，９０２名の消防団員で構成されています。東部に５署７出張所、中

部に４署、西部に４署６出張所となっており、本署に約３０名から５０名程度、各支所

約１０名～１５名程度の配置となっています。 

 今後の消防体制について検討するため、県民の皆さんにアンケートを行いました。 

 

 

 

 

【問１】あなた(家族、知人を含む)は、１１９番に電話したことがありますか。  

１ 消防車を呼ぶ

ために電話したこ

とがある  

  35人 4.5% 
 

２ 救急車を呼ぶ

ために電話したこ

とがある  

  337人 43.1% 
 

３ 消防車・救急

車両方を呼ぶため

に電話したことが

ある  

  24人 3.1% 
 

４ １１９番に電話

したことはない  
  384人 49.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問２】１１９番通報を受けて消防車や救急車が到着する時間は、全国・鳥取県平均とも９分弱であ 

    り、中には到着までに２０分以上かかったケースが全体の約２％弱あります。このことにつ 

いてどのように思いますか。  

１ 許容範囲であ

る  
  234人 29.9% 

 

２ ５分程度まで

短縮すべきであ

る  

  124人 15.9% 
 

３ ２０分以上もか

かるような地域は

なくすべきである  

  421人 53.8% 
 

 

 

 

【問３】現在の消防署や出張所（東部１２か所、中部４か所、西部１０か所）が設けられている場所 

    や消防署員の数(各署約３０～５０名程度、各出張所約１０名～１５名程度)についてどう思 

いますか。  

１ 大きな問題は

ない  
  245人 31.3% 

 

２ 道路事情がよ

くなっているので、

一部統合すべきで

ある  

  54人 6.9% 
 

３ 山間部の高齢

化に対応するため

に、山間部の消防

署の体制を強化

（新設・人員増）す

べきである  

  202人 25.8% 
 

４ 市街地中心部

への人口集中に

対応するために、

中心部の消防署

の体制を強化（新

設・人員増）すべ

きである  

  51人 6.5% 
 

５ よく分からない    214人 27.4% 
 

６ その他    16人 2% 
  

 

 



【問４】経費を減らすため、使用頻度の低い特殊な消防車を複数の消防局で共同運用することに 

ついて、あなたの考え方にもっとも近いものを選んでください。  

１ 特殊車両を減

らすと訓練の機会

が減るし、災害現

場へ駆けつける時

間がかかるように

なるので反対  

  246人 31.5% 
 

２ 賛成    332人 42.5% 
 

３ よく分からない    204人 26.1% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問５】救急車の出動回数は年々増加傾向にありますが、このことについてあなたの考えに近いも 

のを選んでください。(複数選択可)  

１ 最寄りの消防

署の救急車が出

動していることが

増え、現場到着に

時間がかかること

になっても、経費

のことを考えて、

救急車は増やさな

い方がよい  

  71人 9.1% 
 

２ 消防署の救急

車の台数を増やし

て対応すべきであ

る  

  151人 19.3% 
 

３ 救急車の台数

を増やして、消防

署以外の救急病

院などに配置すべ

きである  

  223人 28.5% 
 

４ 救急車で運ぶ

緊急性のない場

合は搬送せずに

帰ることで、救急

車が出動している

時間の短縮を図る

べきである  

  352人 45% 
 

５ 救急車を有料

化し、救急車の利

用を減らすべきで

ある  

  172人 22% 
 

６ 運賃に助成を

するなど、民間の

救急事業や福祉タ

クシーを利用しや

すくすることによ

り、救急車の利用

を減らすべきであ

る  

  265人 33.9% 
 

 

 



【問６】あなたは、病気やけがの状態が救急車を呼ぶべきかどうかを調べるアプリ(Ｑ助)や、電話 

          相談ができる「とっとり子ども救急ダイヤル」(♯８０００)、「おとな救急ダイヤル」(♯７１１９) 

を知っていますか。(複数選択可)  

１ Ｑ助を知ってい

る  
  50人 6.4% 

 

２ ♯８０００を知っ

ている  
  231人 29.5% 

 

３ ♯７１１９を知っ

ている  
  108人 13.8% 

 

４ どれも知らな

い  
  469人 60% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問７】救急車が到着するまでの間、そばにいる方が応急措置を行えば救命率の向上につながり 

ます。あなたは、応急措置を行うことができますか。  

１ 実際に行った

ことがある  
  43人 5.5% 

 

２ 経験はない

が、できると思う  
  204人 26.1% 

 

３ できるかどうか

分からない  
  380人 48.6% 

 

４ できない    138人 17.6% 
 

５ 応急措置を行

った方がいいとは

知らなかった  

  12人 1.5% 
 

 

 



【問８】鳥取県の消防力を高めるために必要な施策は何だと思いますか。(３つまで)  

１ 消防車を増や

す  
  66人 8.4% 

 

２ 救急車を増や

す  
  149人 19.1% 

 

３ 大規模災害に

対応できるよう高

機能の車両に更

新する  

  136人 17.4% 
 

４ 消防士を増や

す  
  132人 16.9% 

 

５ 消火、救助、救

急に特化し高度な

技術を有する消防

士を養成する  

  247人 31.6% 
 

６ 全県で一つの

消防局に統合す

る  

  50人 6.4% 
 

７ 救急救命講習

や防災訓練を行

い、住民の災害対

応力の向上を図

る  

  402人 51.4% 
 

８ 住宅用火災警

報器や消火器など

の消防設備を整

備し、防火対策を

進める  

  254人 32.5% 
 

９ 病気やけがの

緊急度を容易に判

定できるようにし、

軽症の場合は救

急車を利用しない

ようにする  

  382人 48.8% 
 

１０ その他    15人 1.9% 
  

 

 

 

 

 



【問９】あなたは、消防団についてどれぐらい知っていますか。  

１ 消防職員との

違いや、報酬、身

分の説明ができ

る  

  75人 9.6% 
 

２ 市町村の組織

であることぐらい

は知っている  

  463人 59.2% 
 

３ よく知らない    241人 30.8% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１０】あなたやあなたのご家族が消防団に入団するよう誘われたらどうしますか。  

１ 入団してもよい

(させてもよい)  
  100人 12.8% 

 

２ 仕事などの都

合がついた場合に

は、入団してもよ

い(させてもよい)  

  398人 50.9% 
 

３ あまり入団した

くない(させたくな

い)  

  230人 29.4% 
 

４ 絶対に入団し

たくない(させたく

ない)  

  46人 5.9% 
 

 

 

 



【問１１】鳥取県内には約４，９００人の消防団員がいますが、この規模についてあなたの考えに最 

も近いものを選んでください。  

１ 大規模災害の

発生が危惧されて

おり、現在の規模

を維持すべきであ

る(５千人程度)  

  289人 37% 
 

２ 人口が減って

きており、火事も

少なくなったので

規模を縮小しても

よい(４千人程度)  

  80人 10.2% 
 

３ 住民全体の防

災意識の向上を

図れば、規模には

こだわらなくてよい

(３千人以下)  

  217人 27.7% 
 

４ よく分からない    192人 24.6% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１２】女性の消防団員が増えてきていますが、あなたはどう思いますか。  

１ 災害時には、

男性も女性も関係

なく、力を合わせ

て活動するのが望

ましいので、女性

を増やすべきであ

る  

  215人 27.5% 
 

２ 女性でないと

気づかないこと

や、女性がいるこ

とで安心すること

もあるので女性が

ある程度いること

が望ましい  

  509人 65.1% 
 

３ 災害現場では

男性の方が頼りに

なり、女性は後方

支援や予防啓発

をするべきなの

で、女性はあまり

増やさない方がよ

い  

  52人 6.6% 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１３】あなたは、日頃、消防団にやってもらいたいことは何ですか。(３つまで)  

１ 災害への備え

について住民に対

する研修を行うこ

と  

  188人 24% 
 

２ 火災予防の見

回りや注意喚起を

行うこと  

  252人 32.2% 
 

３ 消火栓の使い

方など、自主防災

活動の指導を行う

こと  

  248人 31.7% 
 

４ 各家庭を訪問

し、火気の取扱い

などについてアド

バイスを行うこと  

  46人 5.9% 
 

５ 消防ポンプや

消防水利の点検

を行い、非常時に

使えるようにして

おくこと  

  383人 49% 
 

６ 地域内の危険

箇所や要支援者

の所在を把握し、

避難が必要な場

合に備えておくこ

と  

  322人 41.2% 
 

７ 救助用器具等

の使用方法や救

急救命法の訓練

を行い、いざという

ときに対応できる

ようにすること  

  287人 36.7% 
 

８ 地域内を警戒

し、落石、道路損

傷等の兆候があ

れば市町村等に

連絡すること  

  180人 23% 
 

 

 

 



【問１４】あなたは、消防団が災害時に果たすべき役割は何だと思いますか。(３つまで)  

１ 安否確認、避

難状況の把握  
  460人 58.8% 

 

２ 救助活動    397人 50.8% 
 

３ 消火、火災警

戒  
  316人 40.4% 

 

４ 避難の誘導や

指示  
  490人 62.7% 

 

５ 被害情報の収

集伝達  
  182人 23.3% 

 

６ 避難所の運営    145人 18.5% 
 

７ 生活必需物資

の調達、運搬  
  109人 13.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇属性 

 

性別  

男性    336人 43% 
 

女性    446人 57% 
  

 

 

 

 

市町村  

１ 鳥取市    354人 45.3% 
 

２ 米子市    176人 22.5% 
 

３ 倉吉市    65人 8.3% 
 

４ 境港市    33人 4.2% 
 

５ 岩美町    10人 1.3% 
 

６ 若桜町    2人 0.3% 
 

７ 智頭町    3人 0.4% 
 

８ 八頭町    19人 2.4% 
 

９ 三朝町    5人 0.6% 
 

１０ 湯梨浜町    21人 2.7% 
 

１１ 琴浦町    18人 2.3% 
 

１２ 北栄町    14人 1.8% 
 

１３ 日吉津村    8人 1% 
 

１４ 大山町    13人 1.7% 
 

１５ 南部町    11人 1.4% 
 

１６ 伯耆町    9人 1.2% 
 

１７ 日南町    6人 0.8% 
 

１８ 日野町    2人 0.3% 
 

１９ 江府町    5人 0.6% 
 

２０ 県外    8人 1% 
  

 

 

 



地区別  

１ 東部地区    388人 49.6% 
 

２ 中部地区    123人 15.7% 
 

３ 西部地区    263人 33.6% 
 

４ 県外    8人 1% 
  

 

 

 

年齢  

１ １０歳代    27人 3.5% 
 

２ ２０歳代    90人 11.5% 
 

３ ３０歳代    154人 19.7% 
 

４ ４０歳代    211人 27% 
 

５ ５０歳代    136人 17.4% 
 

６ ６０歳代    106人 13.6% 
 

７ ７０歳代以上    58人 7.4% 
  

 

 

 

 


